
 

 

 

令和４年度 第２回世田谷区立図書館運営協議会 次第 

 

 

日 時 令和４年１０月２７日（木） 午後６時３０分～ 

場 所 教育会館３階大会議室「ぎんが」 

 

 

 

１ 第１回世田谷区立図書館運営協議会の振返り 

（１）地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づく評価について 

 

 

（２）第２次世田谷区立図書館ビジョン第２期行動計画および第３期行動計画の取組み等 

について 

 

 

２ 令和４年度 世田谷区立図書館運営協議会での評価・検証について 

 

 

３ その他（事務連絡） 

 

 

 

次回開催予定 日時：令和５年１月 

会場：教育会館３階 大会議室「ぎんが」 

 

 

 

〇配付資料 

 ・次第 

  ・座席表 

・【資料１】第２次世田谷区教育ビジョン・第２期行動計画 令和３年度の取組みの状 

況と今後の方向性（図書館部分抜粋） 

・【資料２】第２次世田谷区立図書館ビジョン第２期行動計画および第３期行動計画整 

理表 

・【資料３】令和４年度 世田谷区立図書館運営協議会での評価・検証について 

  ・【資料４】世田谷区立図書館運営協議会評価シート様式案・記載例 

・【参考資料】世田谷区立図書館運営体制あり方検討委員会報告書 

・【参考資料】第２次世田谷区立図書館ビジョン第３期行動計画（概要版含む） 

・【参考資料】令和４年度版 世田谷のとしょかん 

・【参考資料】令和３年度 世田谷区立図書館についてのアンケート調査結果 

・【参考資料】第２次世田谷区立図書館ビジョン第２期行動計画 











 









第２次世田谷区立図書館ビジョン第２期行動計画および第３期行動計画整理表 資料２

　基本方針１　０歳児からの読書を支える図書館

施策の方向性 取組項目 事業項目 第２期行動計画（R３）における取組内容 第３期行動計画（R４・R５）における取組内容 第３期行動計画で新規、一部新規とした経緯

赤ちゃんおはなし会等の充実 赤ちゃんおはなし会等の充実
絵本・わらべうた講座等の乳幼児向け事業の拡充 絵本・わらべうた講座等の乳幼児向け事業の拡充
はじめて出会う絵本事業等の拡充 はじめて出会う絵本事業等の検討・拡充

出張ブックトークの実施 出張ブックトークの検討・実施

調べる力を養う事業の実施 調べる力を養う事業の検討・実施

中高生向け事業（講演会、ビブリオバトル、読書会
等）の充実

中高生向け事業（講演会、ビブリオバトル、図書館体験
等）の事業及び周知の充実検討

ティーンズコーナーの全館設置の検討・実施
若い世代を対象とした図書館サービス機能（整備）の検
討・実施

家庭での読書推進事業の充実
「子ども読書の日」「家庭読書の日」「読書週間」
等での家庭読書の契機となる事業の充実

「子ども読書の日」「家庭読書の日」「読書週間」等での
家庭読書の契機となる事業の充実検討

子ども読書活動推進フォーラムの充実 子ども読書活動推進フォーラムの充実

出前おはなし会、読書相談会等の充実 出前おはなし会、読書相談会等の充実
保育園・幼稚園・児童館等への相談・支援機能、団
体貸出の充実

保育園・幼稚園・児童館等への相談・支援機能、団体貸出
の充実

乳幼児教育支援センターとの連携による取組み

基本図書の充実 基本図書の充実（方策の検討）及び蔵書構築計画の検討

中高生向き資料の収集方針の実施 中高生向き資料（電子書籍含む）の収集の充実

配慮を要する子どものための資料の充
実

布絵本、マルチメディアデイジー、大活字本等の充
実

布絵本、マルチメディアデイジー、大活字本、LLブック等
の充実

多言語おはなし会など、多言語に親しむ事業の充実
多言語おはなし会など、多言語に親しむ事業の充実・検
討、資料等の充実

外国語絵本等の充実 外国語絵本等の充実

多文化体験コーナーの運用

子ども図書館機能の検討
若い世代を対象とした図書館サービス機能（整備）の検
討・実施

おはなし会ボランティア講座の実施 おはなし会ボランティア講座の実施 おはなし会ボランティア講座の実施
子ども読書リーダー講座の継続実施、フォローアッ
プ研修の実施

子ども読書リーダー講座の継続実施、フォローアップ研修
の検討・実施

中高生図書委員との交流会等の実施 中高生図書館ボランティア体験の検討・実施
子どもサービスに関する専門性を持っ
た職員の育成

担当者研修の充実、外部の専門研修への参加拡充 担当者研修の充実、外部の専門研修への参加拡充検討

学校図書館司書業務委託 学校図書館司書業務委託の継続

学校図書館スーパーバイザー派遣

教職員研修の充実
学校図書館司書教諭等研修、学校図書館に関わる職
員の研修の充実

学校図書館の地域利用の充実 就学前幼児等への学校図書館開放の充実 就学前幼児等への学校図書館開放の充実
PTA、ボランティアとの連携の推進 読み聞かせ、ブックトーク等の実施 読み聞かせ、ブックトーク等の実施

団体貸出・調べ学習資料提供の充実 団体貸出・調べ学習資料情報提供の充実
出張おはなし会の拡充
子ども読書リーダーの活動の充実
レファレンスの支援の充実 レファレンスの支援の充実検討

学校図書館の運営体制の充実

（３）充実した学校
図書館づくりを支援

する

③学校図書館に対する支援と
体制の確立

区立図書館との連携の推進

小学生の読書推進事業の充実

②地域・民間団体と協働した
子どもの読書を支援する取組
みの推進

地域と連携した事業や子ども関連施設
の読書活動への支援の推進

①学校図書館に関わる人材の
育成

②地域との連携を深める取組
みの推進

中高生の読書推進事業の充実（一部新
規）

読書量の減少する傾向のある若い世代を対象とした図書館サービス機能の
検討を行っていく必要がある。

① 図書館による子どもの読書
を支援する取組みの拡充

① 子どもサービスの推進に向
けた図書資料等の充実

（２）子どもサービ
スの拠点をつくる

②子どもの読書活動に関わる
人材の育成

絵本ではぐくむ子育て支援事業の充実

児童資料、中高生向き資料の充実（一
部新規）

「世田谷区立図書館運営体制あり方検討委員会」での報告を踏まえ、図書
資料の充実に向けて、より計画的な蔵書構築について検討する必要があ
る。

開館に向けた子ども図書館機能の検討・拡充
読書量の減少する傾向のある若い世代を対象とした図書館サービス機能の
検討を行っていく必要がある。

中央図書館の機能・施設規模・設備の
拡充・検討（子ども図書館機能）（一
部新規）

（１）子どもが本に
出会う機会をつくる

多言語対応や多文化理解に対応した資
料の充実

子ども読書リーダーや読書活動に関わ
る中高生等の育成



第２次世田谷区立図書館ビジョン第２期行動計画および第３期行動計画整理表 資料２

　基本方針２　大人の学びを豊かにする図書館

施策の方向性 取組項目 事業項目 第２期行動計画（R３）における取組内容 第３期行動計画（R４・R５）における取組内容 第３期行動計画で新規、一部新規とした経緯

図書館資料の充実 図書館資料の充実

選書基準・保存基準の検討・実施 蔵書構築計画の検討

非来館型サービスの充実（新規） 非来館型サービスの検討・拡充

快適で安全な図書館環境の推進（新
規）

感染症対策等を踏まえた管理・運営の推進

図書館活用講座・情報検索講座等の充実 図書館活用講座・情報検索講座等の充実

講演会、コンサート、落語等の多彩な事業の実施 講演会、コンサート、落語等の多彩な事業の実施

点字図書館やサピエ図書館などと連携し、視覚障害者等が
利用しやすい書籍等の提供の充実
音訳者養成講座の実施
点字や音訳などのボランティアへの支援の充実
障害のある利用者に配慮した周知
高齢者向け講座や交流事業等の充実
高齢者にやさしい図書館サービスの検討
多言語資料（電子書籍含む）、やさしい日本語で書かれた
資料（LLブック含む）の充実
やさしい日本語による案内等の作成

大人ビブリオバトル等の実施 大人ビブリオバトル等の検討・実施

区の生涯学習事業との連携の推進

②学習成果の発信
利用者による「学習活動発表会」の実
施

「学びのプレゼン（学習活動発表会）」の実施 「学びのプレゼン（学習活動発表会）」の実施

おはなし会ボランティア講座・音訳者養成講座の実
施

おはなし会ボランティア講座・音訳者養成講座の実施

修了者への活動支援手法の検討・実施

ボランティア活動の拡充検討 ボランティア活動の拡充検討・実施 ボランティア活動の拡充検討・実施

図書館運営への区民参画の検討（新
規）

図書館運営協議会の設置・運用

①図書資料等の充実と区民と
情報をつなぐサービスの推進

②主体的な学びを促す事業の
実施

①知識や情報を共有する事業
の実施

「世田谷区立図書館運営体制あり方検討委員会」での報告を踏まえ、図書
資料の充実に向けて、より計画的な蔵書構築について検討する必要があ
る。

・コロナ禍での臨時休館等を教訓に、図書館利用登録などの来館を前提と
した現行サービスの運用の見直しや、電子書籍サービス等の新たな非来館
型サービスを検討・拡充する。
・すべてを非来館・デジタル化するのではなく、「交流」や「場」として
の図書館を安心して利用できるように、コロナ対策の徹底などの管理・運
用面での対策も検討・実施する。

資料・情報の充実（一部新規）

障害者サービスの充実（新規）

高齢者サービスの充実（新規）

図書館利用の契機となる様々な分野の
事業の検討・実施

・読書バリアフリー法の趣旨を踏まえ、視覚障害者等が利用しやすい書籍
等の提供の充実を図るとともに、資料検索や周知方法にも配慮し、障害者
が利用しやすいサービスを拡充する。
・高齢者のいきがい支援や認知症にもやさしいサービス、日本語を母国語
としない利用者へのサービスを検討、充実する。

多文化・多言語サービスの充実（新
規）

知識や情報を共有する事業の検討・実
施

①読書や情報に関わるボラン
ティアの育成

ボランティア講座等の実施及び修了者
の活動支援

「世田谷区立図書館運営体制あり方検討委員会」での報告を踏まえ、利用
者ニーズに即した図書館運営やサービス向上を図るため、利用者等の視点
から図書館運営状況の評価・検証を実施する。

（１）多様な学びの
機会をつくる

③多様な利用者へのサービス
の充実（新規）

（２）お互いに学び
あう機会をつくる

（３）地域で学びを
活かす人材を育てる

②ボランティア活動等区民参
画の促進



第２次世田谷区立図書館ビジョン第２期行動計画および第３期行動計画整理表 資料２

基本方針３　暮らしや仕事に役立つ図書館

施策の方向性 取組項目 事業項目 第２期行動計画（R３）における取組内容 第３期行動計画（R４・R５）における取組内容 第３期行動計画で新規、一部新規とした経緯

職員のレファレンス能力の向上（研修の充実）
職員のレファレンス能力の向上（研修の充実検討）及び専
門人材の活用検討

行政支援サービスの検討・実施 行政支援サービスの充実

レファレンスツールの充実（レファレンス資料・商用デー
タベース等の充実、レファレンス協同データベースの活
用）、地域図書館へのレファレンス支援の拡充（オンライ
ン環境整備検討）

図書館活用講座・情報検索講座等の充実 図書館活用講座・情報検索講座等の充実

レファレンスサービスの積極的な周知
パスファインダーの発行やWEBレファレンスの拡充等によ
るレファレンスサービスの積極的な周知実施

相談事業との連携 区の各種相談事業との連携 区の各種相談事業との連携の強化検討

テーマ本展示の拡充 区の政策・事業に関連した展示・事業等の実施 区の政策・事業や地域の課題等に関する展示・事業
資料収集の継続実施・拡充 資料収集の継続実施・拡充検討

資料情報の集約・提供 資料情報の集約・提供
利用者参加型や交流型事業の実施 利用者参加型や交流型事業の検討・実施
地域まつり等への参加・協力（実施）
施設の改修・改築等にあわせ検討・実施 施設の改修・改築等にあわせ検討・実施
既存スペース・設備の効率的活用の充実 既存スペース・設備の効率的活用手法の検討・実施
施設の改修・改築等にあわせ検討・実施
設備・備品等の整備の検討・実施

地域の行事等への積極的な参加促進
地域まつり等への参加・協力（実施）参加・協力
（実施）

町会、商店街等の地域団体との連携 連携の検討・拡充 地域団体と連携した事業の検討・実施
読書に関する区民団体の育成・支援 育成支援（団体貸出）の充実
書店・出版社等との連携事業の検討 連携した事業や周知・啓発・支援活動の実施 連携した事業や周知・啓発・支援活動の検討

レファレンスサービスの充実【一部新
規】

レファレンスサービスの認知度が、利用者アンケートでは３割程度と必ず
しも多くないため、レファレンスサービスの周知に積極的に取り組んでい
くことが重要である。

レファレンスサービスの利用促進【一
部新規】

（３）地域で活動す
る団体との関係を築

く

交流スペースの設置・拡充検討

①課題解決支援のためのサー
ビスの拡充

②地域文化活動を支援するレ
ファレンス等の検討

区の他機関の発行する資料の収集・提
供

（１）区民の悩みや
課題の解決を助ける

（２）人が集い、つ
ながりを生む場づく

り ②人が集うためのスペースの
充実

いごこち感・快適性の向上

①利用者同時の交流を促す事
業の実施

利用者がつながり交流を生む事業の検
討・実施

①地域で活動する機関・団体
との積極的な連携の推進

②本を用いた地域文化活動に
対する支援の推進

「世田谷区立図書館運営体制あり方検討委員会」での報告を踏まえ、公共
性・専門性を維持し、安定的な図書館運営やサービス水準を継続するた
め、レファレンスサービスの充実を図る。



第２次世田谷区立図書館ビジョン第２期行動計画および第３期行動計画整理表 資料２

基本方針４　世田谷の魅力を収集・発信する図書館
施策の方向性 取組項目 事業項目 第２期行動計画（R３）における取組内容 第３期行動計画（R４・R５）における取組内容 第３期行動計画で新規、一部新規とした経緯

①地域文化、まちづくり等の
区民活動に関する資料の収集

区民活動に関する資料の収集 資料収集の実施・拡充 資料収集の実施・拡充

資料収集の継続実施・拡充 資料収集の継続実施・拡充検討
資料情報の集約・提供 資料情報の集約・提供
広報紙等の充実 広報紙等の充実検討

ホームページでの情報発信の充実
図書館ホームページや区ホームページ、区立小・中学校保
護者等への情報配信サービス等での情報発信の充実検討・
実施

全館的な広報充実方策の検討・実施
利用案内等の配布先の拡充
各図書館の地域特性資料の充実 各図書館の地域特性資料の充実
各図書館の地域特性コーナーや地域特性に関連した
講演会等の事業及び情報発信の充実

各図書館の地域特性コーナーや地域特性に関連した講演会
等の事業及び情報発信の充実
地域特性テーマの再検討

電子化の実施 電子化の推進
ホームページでの公開等、デジタルアーカイブ化へ
向けての検討・実施

電子資料のホームページでの公開の推進

行政資料の体系的収集方法の確立 収集方法の検討・実施 収集方法の検討

電子書籍の充実

電子書籍の充実収集基準等の検討

（２）世田谷の魅力
を広く伝える

②世田谷の魅力（世田谷らし
さ）の発信

地域特性を踏まえた資料収集や事業及
び情報発信の充実

②電子的な資料の収集・公開
に関する検討

電子書籍の充実【新規】

コロナ禍での臨時休館で図書館サービスが提供できなかったことや、図書
館に来館することが困難な方や障害者の読書環境を整備するため、電子書
籍サービスを令和２年１１月から導入した。図書館での電子書籍貸出は、
法令上や契約上での制約も大きく魅力あるコンテンツの充実が課題であ
り、著作権法改正等の動きも見据え、社会的動向を注視していく必要があ
る。

（３）新しいメディ
アでの資料収集・公

開を進める

①資料の電子化と公開に向け
た検討

地域資料の電子化の推進及び電子資料
の公開方法等利活用の検討

（１）世田谷の地域
活動の情報を集める

①図書館の取組みに関する情
報発信

図書館サービス・事業の広報活動の充
実

②他機関と連携した資料情報
の集約

区の他機関の発行する資料の収集・提
供【再掲】



第２次世田谷区立図書館ビジョン第２期行動計画および第３期行動計画整理表 資料２

基本方針５　図書館ネットワークの構築

施策の方向性 取組項目 事業項目 第２期行動計画（R３）における取組内容 第３期行動計画（R４・R５）における取組内容 第３期行動計画で新規、一部新規とした経緯

評価・検証 図書館カウンターの評価・検証
検討を踏まえた取組み ブックポスト等の新たなサービススポットの検討

改築・改修の推進 梅丘改築工事・竣工、鎌田改修工事
梅丘図書館改築（令和５～７年度）、池尻図書室改修（令
和５年度）

図書館情報システム及びホームページ
の機能向上【一部新規】

随時検討・実施 図書館情報システムリプレイスに向けた検討・実施
図書館情報システムのリプレイスに向け、利用者の利便性向上やホーム
ページの機能向上に取り組む。

全館導入（８館） 梅丘図書館への導入（令和７年度）
ICタグの活用方策検討、自動貸出機利用率向上

中央図書館の機能・施設規模・設備の
拡充・検討

開館に向けた検討・拡充
プラネタリウムの活用など、教育センター機能移転後の施
設活用の検討・実施

中央図書館のマネジメント機能の充実
【新規】

人材確保と組織体制の整備

「世田谷区立図書館運営体制あり方検討委員会」での報告を踏まえ、公共
性・専門性を維持し、安定的な図書館運営やサービス水準を継続するた
め、人材確保・育成の充実を図る。

開館に向けた子ども図書館機能の検討・拡充 子ども図書館機能の検討
若い世代を対象とした図書館サービス機能（整備）の検
討・実施

①区の教育機関・文化施設等
との連携の拡充

区の他機関や大学・大学図書館等との
連携の拡充

連携の拡充 連携の拡充検討・実施

地域の行事等への積極的な参加促進 地域まつり等への参加・協力（実施）
町会、商店街等の地域団体との連携
【再掲】

連携の検討・拡充 連携の検討・実施

③本や読書に関する区民団体
との連携の推進

書店・出版社等との連携事業の検討
【再掲】

連携した事業や周知・啓発・支援活動の実施 連携した事業や周知・啓発・支援活動の検討

基本方針６　専門性と効率性を両立した運営体制の構築

施策の方向性 取組項目 事業項目 第２期行動計画（R３）における取組内容 第３期行動計画（R４・R５）における取組内容 第３期行動計画で新規、一部新規とした経緯

中央図書館のマネジメント機能の充実
【新規】【再掲】

人材確保と組織体制の整備

職員の人材育成計画の運用【新規】 職員の人材育成計画の運用・推進

開館時間・開館日の拡大 開館時間・開館日拡大に向けた検討・実施
多様な民間活力活用による運営体制の導入（２
館）、更新（１館）

民間活用の推進

民間活用館の評価・検証

職員の人材育成計画の運用・推進人材育成計画の運用・推
進

各種研修の充実

図書館評価の検討

図書館運営協議会の設置、運用【再掲】

定期的なニーズ調査・満足度調査の実
施

来館者調査実施 来館者調査、郵送調査の実施

指定管理者による管理の適切な評価
セルフモニタリング、モニタリングによる評価の実
施

評価・調査等を踏まえた改善策の作
成・実施

改善策の検討・実施 改善策の検討、実施

利用者からの意見と対応策の公表 公表実施

職員人材育成の運用【新規】【再掲】
「世田谷区立図書館運営体制あり方検討委員会」での報告を踏まえ、公共
性・専門性を維持し、安定的な図書館運営やサービス水準を継続するた
め、人材確保・育成の充実を図る。

②町会・自治会や商店街等民
間団体との連携の推進

②ニーズに応じた多様な運営
体制の検証・構築

①定期的な事業の実施状況や
運営状況の評価

（３）事業・運営の
指針・目標を示する

図書館・図書館カウンターの機能の充実として、利用者要望の高いブック
ポスト等の返却場所の増設について、調査・検討を進める。

（１）民間活用を計
画的に導入する【修

正】

①ネットワークの中心となる
中央図書館の運営体制の検討

運営体制の方針に基づく地域図書館へ
の民間活用の推進・検証

「世田谷区立図書館運営体制あり方検討委員会」での報告を踏まえ、公共
性・専門性を維持し、安定的な図書館運営やサービス水準を継続するた
め、人材確保・育成の充実を図る。

（３）世田谷の教
育・文化機関と連携

する

①図書館・図書館カウンター
の機能の充実

図書館カウンターの評価・検証【一部
新規】

①中枢機関としての機能の充
実

②評価への利用者の視点の取
り込み

図書館運営協議会による事業の実施状
況や運営状況の評価・公表【新規】

「世田谷区立図書館運営体制あり方検討委員会」での報告を踏まえ、利用
者ニーズに即した図書館運営やサービス向上を図るため、利用者等の視点
から図書館運営状況の評価・検証を実施する。

（１）図書館ネット
ワークを整備する ②情報システム及び設備・施

設上の整備の推進

ICタグ及び関連機器の全館導入

（２）中央図書館の
機能を拡充する

②子どもサービス拠点として
の機能の充実

中央図書館の機能・施設規模・設備の
拡充・検討（子ども図書館機能）【一
部新規】【再掲】

読書量の減少する傾向のある若い世代を対象とした図書館サービス機能の
検討を行っていく必要がある。

（２）職員に必要な
スキルと専門知識の
向上を図る

①職員の専門性向上に向けた
取組みの強化



資料３ 

令和４年度 世田谷区立図書館運営協議会での評価・検証について 

 

１ 評価・検証項目 

・第２次世田谷区立図書館ビジョン第２期行動計画（平成３０年度～令和３年度）に掲げる 

各基本方針の施策の方向性に基づく令和３年度の取組み実績について、数値等の評価指標 

を抽出して評価・検証を行う。 

・第３回協議会（１月予定）までに基本方針ごとの評価シートを事務局で作成する。その後、 

作成した評価シートを基に、第３回協議会で評価・検証を行う（評価シートの様式案、記

載例は資料４－１、資料４－２のとおり）。 

 

２ 基本方針と施策の方向性および評価指標案 

基本方針 施策の方向性（第２期行動計画） 評価指標案 

【基本方針１】 

０歳児からの読

書を支える図書

館 

・子どもが本に出会う機会をつくる 

・子どもサービスの拠点をつくる 

・充実した学校図書館づくりを支援す

る 

・子ども向け資料の貸出数、蔵書数 

・児童の登録者数 

・子ども向け事業（おはなし会等）回数、

参加者数 

・小・中学校への調べ学習支援貸出実績 

・子ども読書リーダー活動実績 など 

【基本方針２】 

大人の学びを豊

かにする図書館 

・多様な学びの機会をつくる 

・お互いに学びあう機会をつくる 

・地域で学びを活かす人材を育てる 

・一般向け貸出数、蔵書数（総記、哲学、

歴史、文学） 

・一般の登録者数 

・一般向け事業回数、参加者数 

・ボランティア養成講座回数、参加者数 

など 

【基本方針３】 

暮らしや仕事に

役立つ図書館 

・区民の悩みや課題の解決を助ける 

・人が集い、つながりを生む場づくり 

・地域で活動する団体との関係を築く 

・一般向け貸出数、蔵書数（社会科学、

自然科学、工学、産業、芸術、語学） 

・レファレンス件数 

・団体貸出資料数、貸出数  

・コピー枚数         など 

【基本方針４】 

世田谷の魅力を

収集・発信する

図書館 

・世田谷の地域活動の情報を集める 

・世田谷の魅力を広く伝える 

・新しいメディアでの資料収集・公開

を進める 

・ホームページアクセス数 

・地域資料所蔵数  など 

【基本方針５】 

図書館ネットワ

ークの構築 

・図書館ネットワークを整備する 

・中央図書館の機能を拡充する 

・世田谷の教育・文化機関と連携する 

・図書館カウンター設置数 

・IC タグおよび関連機器導入館数 

など 

【基本方針６】 

専門性と効率性

を両立した運営

体制の構築 

・民間活力を計画的に導入する 

・職員に必要なスキルと専門知識の向

上を図る 

・ 事業・運営の指針・目標を示す 

・指定管理者制度運営館数、業務委託館

数 

・来館者調査回答者数 など 

※アンケート調査において、評価項目に関連した意見や調査結果項目があれば、評価シートに

追加する。 

 
裏面あり 



 

 

 

３ 評価・検証についての今後のスケジュール（予定） 

１０月２７日（第２回協議会） 評価・検証項目および評価シートの確認 

 １月   （第３回協議会） 評価・検証の実施 

３月   （第４回協議会） 評価・検証のまとめ、令和５年度図書館運営協議会の 

方針確認 

 

 



令和４年度　世田谷区立図書館運営協議会評価シート様式案 資料４－１

≪基本方針≫

≪施策の方向性≫

①〇〇〇

②〇〇〇

③〇〇〇

R2年度実績 R3年度実績 対R2年度比
≪参考≫
H30年度実績

実施状況等

≪基本方針に関連したアンケート調査の主な意見≫

②

②〇〇〇

③〇〇〇

③

指標

≪評価指標≫

①〇〇〇

①



令和４年度　世田谷区立図書館運営協議会評価シート様式案 資料４－１

≪図書館運営協議会による意見等≫

≪実施状況や図書館運営協議会意見等を踏まえた今後の取組みの方向性≫



令和４年度　世田谷区立図書館運営協議会評価シート　記載例 資料４－２

≪基本方針≫

≪施策の方向性≫

①子どもが本に出会う機会をつくる

②子どもサービスの拠点をつくる

③充実した学校図書館づくりを支援する

R2年度実績 R3年度実績 対R2年度比
≪参考≫

H30年度実績
実施状況等

実施回数 349回 211回 60.5% 1013回

参加者数
2,612名

（子ども1,608名、
大人1,004名）

1,535名
（子ども923名、

大人612名）
58.8%

13,056名
（子ども7,973名、

大人5,083名）
実施回数 49回 97回 198.0% 381回

参加者数
625名

（子ども324名、大
人301名）

1,042名
（子ども547名、

大人495名）
166.7%

8,594名
（子ども4,376名、

大人4,218名）
実施回数 49回 55回 112.2% 179回

参加者数
736名

（子ども441名、大
人295名）

714名
（子ども427名、

大人287名）
97.0%

5,634名
（子ども3,390名、

大人2,244名）
45,118名 44,164名 97.3% 45,884名
48.70% 47.40% 102.7% 47.20%

蔵書数 534,403冊 539,639冊 101.0% 522,498冊
貸出数 2,194,961冊 2,578,660冊 117.5% 2,388,969冊
講座参加者数 20名 46名 230.0% 51名
活動回数 23回 30回 130.4% 108回
参加者人数 89名 131名 147.2% 292名

件数 381件 312件 81.9% 490件

冊数 13,556冊 10,415冊 76.8% 20,803冊

受入日数 44日 38日 86.4% 42日

受入人数 30名 19名 63.3% 25名

≪基本方針に関連したアンケート調査の主な意見≫

①

③
小・中学校教諭
研修 図書館受入

実績

０歳児からの読書を支える図書館

指標

≪評価指標≫

乳児向けおはな
し会

定例おはなし会

・令和2年度、3年度はコロナ禍により
おはなし会などの事業の縮小が余儀な
くされた。しかしながら、区のイベン
ト対応方針に基づき、参加者数の精査
や適切な距離の確保、検温等の感染防
止対策をとったうえで、おはなし会や
子ども読書活動推進フォーラムなどの
イベント等を実施した。
・中高生の読書推進事業の充実に向け
て、各館でティーンズコーナーの設置
や関連資料の充実に取り組んだ。

おはなし会以外
の子ども向け事

業

おはなし会認知度（アンケート調査）

児童登録者数

子どもが本に出会う機会をつくる

子どもサービスの拠点をつくる

・英語の絵本を増やしていただけると嬉しいです。日本語と英語を併記してある本が多い気がします。英語のみの絵本が増えると嬉しいです。
・中国語の絵本を増やしてほしい。
・中学生用の本が少なく、多くの本と出会えない。だから、今人気（ベストセラー）や中学生にためになる本を増やしてほしい。
・子どもたちが図書館は居心地が良くて楽しいところ、本はおもしろい、と感じることのできる本のラインナップや閲覧場所の配置を期待して
います。
・学生向けに、読書感想の書き方についてのワークショップを開くなど、本に造詣の深い方々からのアドバイスに触れる機会があれば有難い
です。
・新しい本もうれしいのですが、子どもの絵本などもう手に入らない古い本があるのがとてもありがたいなと思っています。また本屋さんだ
と似たような本が並んでいるので、その点でも図書館は貴重でありがたいです。

・子どもの読書活動を支援する取り組
みとして、児童や中高生向け資料の充
実、子ども読書リーダー事業の実施に
取り組んだ。

・学校図書館の充実に向け、調べ学習
用の資料提供の支援等を行った。
・学校図書館の運営体制を充実させる
ため、小・中学校教諭の研修の受入を
実施した。

児童向け資料

子ども読書リー
ダー（子ども司
書）活動実績

小・中学校への
調べ学習支援貸
出実績

充実した学校図書館づくりを支援する

②
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≪図書館運営協議会による意見等≫

≪実施状況や図書館運営協議会意見等を踏まえた今後の取組みの方向性≫


